
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

等しい辺の長さが１０cm の直角二等辺三角形
ＡＢＣの頂点Ａを、辺ＢＣの中点Ｍに重ねます。 
このとき（１）、（２）の問いに答えましょう。 

（１）𝓍の長さを求めましょう。 
（２）𝓎の長さを求めましょう。 

No.2 

Ａ 

Ｂ Ｃ 

Ｄ 

Ｅ 

Ｍ 

𝓍 

𝓎 

10cm 

10cm 

𝟏𝟎 − 𝔁 

𝟏𝟎 − 𝔁 
𝓎 

（２）まず、点Ｍから辺ＣＥに垂線

を引き、その交点をＦとすると 

△ＭＦＣができる。 

 

 

 

 

 

 

△ＭＦＣは 

直角二等辺三角形なので 

 1: √2 = MF: 5 

  MF × √2 = 5 

             MF =
5

√2
 

               MF =
5√2

2
 

ＭＣ＝ＣＦなので 

               CF =
5√2

2
 

 

Ｅ 

Ｍ Ｃ ５ 

Ｆ 

𝟏𝟎√𝟐 

次に、△ＭＦＥに注目する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 EF = CA − CF − AE 

 EF = 10√2 −
5√2

2
− 𝓎 

EF =
15√2

2
− 𝓎 

 

△ＥＭＦで三平方の定理を使う。 

 

 

 

 

 

 

Ｅ 

Ｍ Ｃ 

Ｆ 

まず、AD = MD = 10 − 𝓍 、ME = 𝓎 と見ることができ

る。また、△ＡＢＣは直角二等辺三角形なので 

三平方の定理を使って、CA = 10√2cmとできる。 

（１）△ＤＢＭに注目する。 

 

 

 

Ｄ 

Ｂ Ｍ 

𝓍 

５ 

10 − 𝓍 三平方の定理を使う。 

𝓍2 + 52 = (10 − 𝓍)2 

𝓍2 + 25 = 100 − 20𝓍 + 𝓍2 

        20𝓍 = 75 

             𝓍 =
15

4
 

Ｍ 

Ｆ 

Ｅ 

𝓎 

5√2

2
 

15√2

2
− 𝓎 

△ＭＦＥに注目する。 

 (
15√2

2
− 𝓎)

2

+ (
5√2

2
)

2

= 𝓎2 

225

2
− 15√2𝓎 + 𝓎2 +

25

2
= 𝓎2 

125 − 15√2𝓎 + 𝓎2 = 𝓎2 

−15√2𝓎 = −125 

𝓎 =
125

15√2
 

𝓎 =
25√2

6
 

 

√2 = 1.4.142135なので 

𝓎 =
25 × 1.4142135

6
 

𝓎 = 5.8925561 

およそ、5.89でも正解 
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＜解説例＞ 


